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1.  平成21年5月期第3四半期の業績（平成20年6月1日～平成21年2月28日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年5月期第3四半期 19,310 ― 506 ― 577 ― 307 ―
20年5月期第3四半期 21,975 △1.7 872 △11.4 954 △10.9 590 △4.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年5月期第3四半期 71.85 ―
20年5月期第3四半期 137.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年5月期第3四半期 15,661 9,356 59.7 2,183.90
20年5月期 15,888 9,490 59.7 2,215.10

（参考） 自己資本   21年5月期第3四半期  9,356百万円 20年5月期  9,490百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有   

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年5月期 ― ― ― 33.00 33.00
21年5月期 ― ― ―
21年5月期 

（予想）
27.00 27.00

3.  平成21年5月期の業績予想（平成20年6月1日～平成21年5月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,900 △14.2 570 △48.4 645 △46.5 350 △52.7 81.70



4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年5月期第3四半期 4,284,500株 20年5月期  4,284,500株
② 期末自己株式数 21年5月期第3四半期  429株 20年5月期  199株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年5月期第3四半期 4,284,127株 20年5月期第3四半期 4,284,361株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおり
ます。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 なお、平成21年1月9日に公表いたしました通期の業績予想及び配当予想を修正しております。上記予想に関する事項は、4ページ【定性的情報・財務諸
表等】3.業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
2.当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指
針第14号）を適用しております。また「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 



 当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、欧米における金融危機を発端とする世界同時不況の様相を呈する

中、わが国経済を牽引してきた輸出産業をはじめとして企業業績の急速な悪化に伴い、設備投資や個人消費等が急激

に落込み、過去に例を見ないほど厳しい経営環境となりました。 

 当管材業界におきましては、公共投資の削減による市場規模の縮小や、企業業績の悪化に伴う設備投資の減少など

により厳しい経営環境が続いております。このような環境のもとで、当社は、新規取引先の開拓や既存取引先でのシ

ェアアップ等営業基盤の拡充に努めてまいりました。しかし、市場規模が縮小するなか、同業他社間の競争は一層激

しさを増し、当第３四半期会計期間は第１、第２四半期会計期間に引き続き、売上及び利益ともに厳しい状況となり

ました。 

 この結果、当第３四半期会計期間における売上高は57億51百万円となりました。損益面につきましても、販売費及

び一般管理費の削減を進めたものの、売上高の減少に加え、競争激化による売上総利益率の低下により、営業利益は

71百万円、経常利益は91百万円、四半期純利益は33百万円となりました。  

  

  

(1) 資産・負債及び純資産の状態 

 当第３四半期会計期間末の総資産は156億61百万円となり、前事業年度末と比べ２億26百万円減少しました。こ

れの主な要因は現金及び預金が６億13百万円増加したにもかかわらず、売上減少に伴い受取手形及び売掛金が３億

39百万円、株価下落により投資有価証券が５億51百万円減少したこと等によります。 

 負債合計は、63億５百万円となり、前事業年度末と比べ92百万円の減少となりました。これの主な要因は短期借

入金が９億円増加したにもかかわらず、支払手形及び買掛金が７億８百万円、未払法人税等が１億40百万円、賞与

引当金が90百万円減少したこと等によります。 

 純資産は93億56百万円となり、前事業年度末と比べ１億34百万円減少しました。これの主な要因は四半期純利益

を３億７百万円計上いたしましたが、その他有価証券評価差額金が３億円減少したことと配当金を１億41百万円支

払ったこと等によります。以上により、自己資本比率は59.7％となりました。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比べ６億13百万円

増加し、11億79百万円になりました。 

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は79百万円となりました。これは主に税引前四半期純利益を５億60百万円計上し、

加えて売上債権の減少により３億39百万円、たな卸資産の減少により１億55百万円の資金が得られましたが、仕入

債務の減少により７億８百万円と賞与引当金の減少により90百万円、及び法人税等の支払いにより３億25百万円の

資金を使用したこと等によります。  

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果使用した資金は65百万円となりました。これは主に投資有価証券の売却により54百万円の資金を

得ましたが、長期性預金を１億円預入したこと等によります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

  財務活動により得られた資金は７億58百万円となりました。これは主に配当金の支払いにより１億41百万円の資

金を使用しましたが、短期借入金にて９億円を調達したこと等によります。 

  

定性的情報・財務諸表等 

１．経営成績に関する定性的情報 

２．財政状態に関する定性的情報 



  

 世界経済の先行きは不透明感が強く、厳しい経済環境が続くものと予想され、当社が属する管材業界においても予

想を超えた需要の減少が続いております。また、今後も市況の回復の兆しはなく、一層の悪化の様相を呈しており、

平成21年１月９日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」及び「平成21年５月期 第２四半期決算短信（非連

結）」において発表いたしました平成21年５月期の業績予想及び配当予想を修正いたしました。 

 なお、当該予想に関する詳細は、本日公表いたしました「業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。 

  

  

（一般債権の貸倒見積高の算定方法）  

  当第３四半期会計期間末の貸倒実績率が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた  

め、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

  

  

３．業績予想に関する定性的情報 

４．その他 

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（四半期財務諸表に関する会計基準の適用） 

 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」

に従い四半期財務諸表を作成しております。        

     

（たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更） 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりました

が、第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）

が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しております。      

 なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。  

  



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年２月28日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,179,842 566,647

受取手形及び売掛金 8,514,382 8,853,929

商品 1,493,797 1,649,429

繰延税金資産 43,945 100,583

その他 73,123 43,409

貸倒引当金 △11,917 △12,698

流動資産合計 11,293,174 11,201,301

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 774,329 812,579

土地 2,271,343 2,271,343

その他（純額） 77,820 80,942

有形固定資産合計 3,123,493 3,164,865

無形固定資産 13,429 13,491

投資その他の資産   

投資有価証券 822,910 1,374,139

関係会社株式 23,000 23,000

繰延税金資産 193,879 15,985

その他 224,091 163,428

貸倒引当金 △32,141 △67,430

投資その他の資産合計 1,231,739 1,509,123

固定資産合計 4,368,662 4,687,480

資産合計 15,661,837 15,888,782

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,367,587 5,075,917

短期借入金 900,000 －

未払法人税等 5,121 146,011

賞与引当金 77,499 168,000

役員賞与引当金 11,250 15,000

その他 121,883 150,216

流動負債合計 5,483,341 5,555,145

固定負債   

退職給付引当金 459,681 467,686

再評価に係る繰延税金負債 224,482 224,482

その他 138,328 151,320

固定負債合計 822,491 843,488

負債合計 6,305,833 6,398,633



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年２月28日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年５月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,312,207 1,312,207

資本剰余金 1,315,697 1,315,697

利益剰余金 6,965,828 6,799,399

自己株式 △791 △333

株主資本合計 9,592,940 9,426,971

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 81,061 381,176

土地再評価差額金 △317,998 △317,998

評価・換算差額等合計 △236,936 63,177

純資産合計 9,356,003 9,490,149

負債純資産合計 15,661,837 15,888,782



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年６月１日 
 至 平成21年２月28日) 

売上高 19,310,892

売上原価 16,809,077

売上総利益 2,501,815

販売費及び一般管理費 1,994,837

営業利益 506,978

営業外収益  

受取利息 1,111

受取配当金 26,022

仕入割引 65,646

その他 14,398

営業外収益合計 107,179

営業外費用  

支払利息 8,463

売上割引 26,546

その他 1,781

営業外費用合計 36,791

経常利益 577,366

特別利益  

償却債権取立益 3,127

固定資産売却益 955

投資有価証券売却益 4,350

特別利益合計 8,432

特別損失  

前期損益修正損 5,521

固定資産除売却損 324

投資有価証券評価損 19,234

特別損失合計 25,081

税引前四半期純利益 560,718

法人税、住民税及び事業税 182,000

法人税等調整額 70,908

法人税等合計 252,908

四半期純利益 307,810



（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年２月28日) 

売上高 5,751,445

売上原価 5,022,024

売上総利益 729,421

販売費及び一般管理費 657,774

営業利益 71,647

営業外収益  

受取利息 363

受取配当金 8,032

仕入割引 18,464

その他 4,966

営業外収益合計 31,827

営業外費用  

支払利息 2,990

売上割引 8,633

その他 570

営業外費用合計 12,194

経常利益 91,280

特別利益  

固定資産売却益 320

投資有価証券売却益 4,350

特別利益合計 4,670

特別損失  

固定資産除売却損 70

投資有価証券評価損 19,234

特別損失合計 19,304

税引前四半期純利益 76,646

法人税、住民税及び事業税 △6,000

法人税等調整額 48,782

法人税等合計 42,782

四半期純利益 33,863



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年６月１日 
 至 平成21年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 560,718

減価償却費 55,253

貸倒引当金の増減額（△は減少） △36,069

賞与引当金の増減額（△は減少） △90,501

受取利息及び受取配当金 △27,134

支払利息 8,463

投資有価証券売却損益（△は益） △4,350

投資有価証券評価損益（△は益） 19,234

有形固定資産除売却損益（△は益） △631

売上債権の増減額（△は増加） 339,554

たな卸資産の増減額（△は増加） 155,631

仕入債務の増減額（△は減少） △708,329

その他 △50,808

小計 221,031

利息及び配当金の受取額 27,134

利息の支払額 △9,025

法人税等の支払額 △318,326

営業活動によるキャッシュ・フロー △79,185

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △14,656

有形固定資産の売却による収入 1,470

投資有価証券の取得による支出 △10,308

投資有価証券の売却による収入 54,375

貸付金の回収による収入 3,341

定期預金の預入による支出 △100,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,779

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 900,000

自己株式の取得による支出 △458

配当金の支払額 △141,381

財務活動によるキャッシュ・フロー 758,159

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 613,194

現金及び現金同等物の期首残高 566,647

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,179,842



 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  



「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期損益計算書 

前第３四半期累計期間（平成19年６月１日～平成20年２月29日） 

  

  

科目 

前年同四半期 
（平成20年５月期 
第３四半期） 

金額（百万円） 

Ⅰ 売上高  21,975

Ⅱ 売上原価  19,064

売上総利益  2,910

Ⅲ 販売費及び一般管理費  2,038

営業利益  872

Ⅳ 営業外収益      

 １ 受取利息及び配当金  28

 ２ 仕入割引  75

 ３ 不動産賃貸収入  13

 ４ その他  4

  計  121

Ⅴ 営業外費用      

 １ 支払利息  16

 ２ 売上割引  22

 ３ その他  1

  計  40

経常利益  954

Ⅵ 特別利益  28

Ⅶ 特別損失  10

税引前四半期純利益  971

税金費用  381

四半期純利益  590



（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期累計期間（平成19年６月１日～平成20年２月29日） 

  

  
前年同四半期 

（平成20年５月期 
第３四半期） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

 税引前四半期純利益  971

 減価償却費  57

 退職給付引当金の増減額（減少：△）   24

 貸倒引当金の増減額（減少：△）   △15

 賞与引当金の増減額（減少：△）   △120

役員賞与引当金の減少（減少：△）   3

 受取利息及び受取配当金  △28

 支払利息  16

 売上債権の増減額（増加：△）   △1,233

 たな卸資産の増減額（増加：△）   △18

 仕入債務の増減額（減少：△）   △87

 未払金の増減額（減少：△）   △11

 その他（純額）  △39

小計  △480

 利息及び配当金の受取額  28

 利息の支払額  △17

 法人税等の支払額  △685

営業活動によるキャッシュ・フロー  △1,155

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

 有形固定資産の取得による支出  △54

 有形固定資産の売却による収入  74

 投資有価証券の取得による支出  △10

 貸付金の回収による収入  3

 会員権の売却による収入  13

 その他（純額）  △1

投資活動によるキャッシュ・フロー  23



  

  

  
前年同四半期 

（平成20年５月期 
第３四半期） 

区分 金額（百万円） 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

 短期借入金純増減額（減少：△）   1,500

 配当金の支払額  △141

財務活動によるキャッシュ・フロー  1,358

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  －

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△）  227

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  487

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高  715
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